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暦の上では秋を迎え、朝晩は幾分秋の気配を感じるようになりましたが、まだまだ暑い日々が

続いております。水分や塩分をこまめに補給するなど、熱中症には十分ご注意ください。

さて、子どもたちは長い夏休みが終わり、新学期がスタートしましたね。どんな夏休みだったでしょうか？私が小学校の頃

は、新学期が始まるとクラスの仲間の中に心身共に一回り成長した友人がいた記憶があります。その友人に話を聞いてみ

ると「自転車の旅に挑戦した！」「毎日プールに行って100ｍ泳げるようになった！」など自分の目標を立てコツコツ取り組ん

でいました。師となるものに年齢は関係ありません。私は、その友人から多くの学びを戴き、それ以来、コツコツと取り組むこ

とを大切にしております。大きな成果や成長を成し遂げるには、毎日の取り組みがとても重要であると思います。

さて、8月31日から平成27年第4回各務原市議会定例会が開催されております。どの議会も重要な案件ばかりですが、第

4回定例会は、平成26年度の決算等が上程され前年度の総括となる重要な議会です。皆さまにおかれましては、ご多用か

と存じますが、傍聴の席にお越しいただけると幸いです。何卒宜しくお願い申し上げます。

今後も、柔軟、謙虚、奉仕の精神を忘れることなく、議員活動に邁進して参ります。「幸せを実感できるまち」の現実に向け

地域に根差した活動を１つ１つ丁寧にスピード感を持って取り組んで参りますのでご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し

上げます。

※ 質問の議事録・動画は、各務原市議会のホーム

ページでご覧 頂けます！こちらも是非ご覧くださ

い！

平成27年第3回定例会が6月5日から6月26日までの21日間の

会期で開催されました。今回も多くの皆様に傍聴の席にお越し

頂き心より感謝申し上げます。

空の青さに幾分秋の気配が感じられる毎日となりました。

皆様のおかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

【

年の発売以降、品質の向上を繰り返し、アサヒビールの主力商品である日本初の

辛口ビール「スーパードライ」の製造工程を見学させて戴きました。もちろん、こち

らの工場でも出来立てビールの試飲をさせて戴きました。仕込工程では、麦芽本

来の酵素力を用い、高発酵に最適な麦汁をつくるノウハウや、麦汁製造の際の工

程を最適化することで、原料由来の雑味を生じさせないような技術の説明を戴き、

また、仕込みに使う大きな釜も見学させて戴きました。

各工場見学後、試飲させて戴き

ました。出来立てビールは最高ですね！

通常、6月議会は、第2回定例会となりますが、今期は臨時会が開催されている為、第3回目の定例会となりました。今定例会

では、予算の補正、専決処分の承認など8案件の議案が全て可決承認され、次回の定例会では、いよいよ平成26年度の総括

となる決算案が上程されます。ご多用とは存じますが、第4回定例会も傍聴の席に足を運んで頂ければ幸いです。

大竹大輔の一般質問は次の通りです。↓

問：地域活力の源となる中小企業、その約9割を占める小規模事業者の活性化に対する本市の取り組みについてお答え

下さい。（他関連の質問を2項目行いました）

答：小規模事業者の更なる活性化については、創業から経営改善に至るまで、幅広い支援を

商工会議所と連携して行っています。また、平成18年度より市の職員を商工会議所に派遣する

など、他市にはない密接な連携関係を構築しています。現在は、プレミアム商品券発行事業を

はじめ、中小企業の振興や地域活性化を目的とした各種事業を実施しています。その他、事業

者が申請する国の公的補助事業について、商工会議所の職員と一緒になりブラッシュアップを図るなど、活性化に向け取り組

んでいます。

その他、イベント誘致に伴う地域力の向上につい

て3点質問させて戴きました。

今後も、地域の課題など積極的に一般質問をして

参ります！

問：離婚に伴う母子父子家庭の子どもたちについて質問致します。本市の母子・父子家庭の現状について、養育費の未

払いに伴う経済的な相談件数と面会が履行されないことに関する相談件数をお聞かせ下さい。また、それぞれの相

談に対する対応と養育費の未払い・面会の不履行を防止する啓発活動を今後どのように行っているかお答下さい。

答：母子・父子自立相談員を2名配置し、子育て支援全般について相談・支援業務を行っています。

平成26年度中に相談員が受けた相談件数は2,513件であり、そのうち養育費の相談件数は62件、面会が履行されないこと

に関する相談件数は1件ありました。養育費の分担や面会交流の実施は、離婚後の子どもの幸せな成長のための親としての

責任であり、いずれも子どもの利益を最優先して考慮されなければなりません。しかし現実には、離婚した

父母の感情や利害の対立から約束が実行されず、当事者聞での話し合いでは解決できないこともあり、本

市の相談窓口においては、子どもの視点に立った解決方法を模索するとともに、専門知識を必要とする

相談については、市が実施している「岐阜県ひとり親家庭等就業・自立支援センター」や「法テラス」などの

法律相談窓目を紹介するなどして、少しでも早く解決できるよう関係機関と連携を図るなどの支援をしてい

ます。早い段階において当事者が相談できるよう関係機関との協力体制を築くとともに、少しでも問題の解

決に向けて前進できるよう、可能な限りの支援を行って参ります。


